
自民党総裁選が17日告示され、農業

や地方に関する各候補者の論戦が本

格化しました。河野太郎規制改革担

当相（58）は、高品質な農産物は伸び

しろがあるとして、生産性向上を重視。

岸田文雄前政調会長（64）は「新自由

主義からの転換」を経済政策に掲げ、

「中小・家族農業や中山間地農業の

支援を強化する」。高市早苗前総務相

（60）は食料安全保障の確保を主張。

野田聖子幹事長代行（61）は、地方活

性化にはＪＡのネットワークとインフラ機

能を重視します。（9/18付1面）

生活様式が大きく変わったＪＡや組合員の皆さまに贈る日本農業新聞

の読みどころ集です。「この１週間を振り返る」ため週刊でお届けします。
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農水省は2022年度予算概算要求で、新規就農

支援の刷新を打ち出しました。就農前の研修生を

支えるため、月最大13万円を最長２年間助成する

事業を新設。「雇用就農」を促すため、雇用元に

賃金などの元手となる資金を最長５年間助成する

措置も用意します。国と自治体が財源を折半する

方向で調整中です。 （9 /21付1面）

今週の記念日
★9月27日「社日（しゃにち）」 土地の守護神である産土神（うぶすなかみ）をまつる日。春
と秋の年２回あり、春の社日は春分に最も近い暦の上の「戊（つちのえ）の日」で3月21日に、
五穀豊穣を願う。秋の社日は秋分に最も近い「戊の日」で収穫に感謝する日とされています。

＜日本記念日協会から＞



日本農業新聞 東北支所 〒980-0011 仙台市青葉区上杉１-２-１６ ＴＥＬ：022（264）8680／ＦＡＸ：022（264）0951

１万3,000株超のランの花

を使った体験型のアート

作品が、東京・江東区に

登場、注目を集めていま

す。床や壁は鏡で360度、

鮮やかな花を映し出して

います。作品を手掛けた

のは芸術家たちの集まり

「チームラボ」。

（9/20付9面）

日本農業新聞 東北支所 支所長 齊藤將実
稲刈りが本番を迎え、今年も豊作基調との声を耳にします。一方で、主産地の概算金提
示額は前年比で大幅減が目立ち、複雑な心境にも…。反転させるにはご飯を食べること
に尽きます。量販店の棚には、釜飯の素や「ご飯のお供」も並び、銘柄米の食べ比べや
贈答用への呼び掛け等、新米商戦も始動しました。コロナ禍で業務需要の復活はまだ
先ですが、令和3年産は新たな銘柄の味も確かめたいと思います。

米国政府が東京電力福島第一原発事故

を受け、日本産食品に講じていた輸入停

止措置を、22日から撤廃したと農水省が

発表しました。福島を含む14県の延べ

100品目を停止していました。福島県は米

や葉物野菜、山菜類など35品目、岩手県

は11品目、宮城県は12品目などが解除さ

れ、輸出増が期待されます。

（9/23付1面）

ネット上で商店街での散策

や買い物ができる新たな取

り組みが出始めています。

ホームページにイラストや

パノラマ写真で商店街を再

現。オンラインで購入も可

能で、コロナ禍で訪店でき

ない人や遠方の人にPRで

きます。名古屋・円頓寺商

店街や静岡・三島大通り商

店街、埼玉・川越一番街商

店街が取り組んでいます。

（9/22付13面）


